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　初めての制服。ピカピカのランドセル。新
しいズック。４月９日㈭、町内の小中学校で
入学式がありました。新しいスタートをお祝
いするように、雲ひとつないすっきりとした
青空が広がりました。慣れないランドセルは
ちょっと重たいけど、友だちと仲良く元気に
学校生活を送ってね♪

１年生になったよ！
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平成27年度

町長施政方針
平成２７年美郷町議会第一回定例会が３月９日㈪か
ら１３日㈮まで開かれました。
議会初日、景山良材町長が施政方針を述べ、平成
２７年度の町政の進め方や主要施策について説明し
ました。

　

合
併
か
ら
十
年
と
い
う
節
目
を

経
て
、
新
し
い
年
度
を
迎
え
る
に

当
た
り
、「
皆
が
笑
顔
で
幸
せ
を

実
感
で
き
る
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
は
、
国
勢
調
査
の
年
で
あ

り
、
当
町
の
人
口
減
少
は
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
定
住
対

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
又
、
農
業
施
策
に
お
き
ま

し
て
も
農
協
改
革
等
、
状
況
が
変

貌
し
て
お
り
、
美
郷
の
農
業
改
革

と
し
て
の
農
業
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
十
七
年
度
は
、
美

郷
町
第
一
次
総
合
計
画
の
最
終
年

度
で
も
あ
り
、
後
期
基
本
計
画
の

実
績
等
を
踏
ま
え
、
次
の
美
郷
町

の
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
、
方
向
性
を
示
す
第
二
次
総
合

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
の
第
二
次
総
合
計
画
と
リ

ン
ク
す
る
よ
う
地
方
創
生
総
合
戦

略
、
行
財
政
改
革
の
方
針
、
計
画

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
・
延
長
の
ほ
か
、
国
民

と
全
町
民
対
象
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
や
公
共
施
設
等
の
総
合
管
理

計
画
な
ど
、
新
年
度
は
、
今
後
に

向
け
た
大
き
な
制
度
、
計
画
の
準

備
、
策
定
を
進
め
て
い
く
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
議
員
各
位
、
ま

た
町
民
の
皆
様
の
熱
意
と
知
恵
を

お
借
り
し
、
結
集
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
も
厳
し
い
中

で
の
財
政
運
営
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
美
郷
町
第
一
次
長
期
総
合
計

画
の
五
つ
の
将
来
像
を
基
に
、
各

施
策
の
実
現
に
向
け
て
最
大
限
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
道
路
網
の
整
備

　

山
陰
道
の
一
部
や
松
江
尾
道
線

の
全
線
開
通
な
ど
本
町
を
取
り
巻

く
道
路
事
情
も
刻
々
と
変
わ
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
、
町
内
外
を
連

絡
す
る
道
路
整
備
も
こ
れ
に
合
わ

せ
て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▼
国
道
３
７
５
号

　

湯
抱
一
工
区
が
平
成
二
十
七
年

三
月
二
十
日
開
通
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
は
粕
渕
・
湯
抱
間
を
湯
抱
二
工

区
と
し
て
一
部
用
地
交
渉
に
着
手

し
、
粕
渕
連
坦
地
内
へ
の
工
事
も

一
部
開
始
ま
じ
か
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
消
防
署
や
保
育
所
が
立

地
し
て
い
る
残
り
の
区
間
の
事
業

採
択
と
長
藤
地
内
の
未
着
手
区
間

と
と
も
に
早
期
の
工
事
着
手
を

国
・
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
県
道
別
府
川
本
線

　

地
元
密
着
型
の
生
活
道
路
で
あ

り
、
県
に
対
し
、
総
合
的
な
改
良

計
画
の
要
望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
だ
具
体
的
な
計
画
は
実
現
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
県
は
地
元

利
便
性
の
高
い

快
適
な
暮
ら
し
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

施
策
１

▲開通した杉ヶ市トンネル
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か
ら
の
要
望
を
受
け
本
年
二
月
初

旬
に
二
箇
所
で
交
通
量
調
査
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

と
し
て
路
線
の
格
上
げ
を
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

▼
県
道
川
本
波
多
線
の
竹
工
区

　

実
施
設
計
、
用
地
調
査
も
終
了

し
、
一
部
用
地
の
交
渉
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
竹
谷
川
か

ら
橋
梁
の
新
設
や
現
道
の
嵩
上
げ

工
事
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

▼
町
道

　

本
年
度
は
新
規
の
粕
渕
三
瓶

線
、
乙
原
簗
瀬
線
、
田
水
線
の
三

路
線
を
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
に
て
計
画
し
て
お
り
、
継
続
路

線
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
や
道
整
備
交

付
金
、
辺
地
対
策
事
業
及
び
地
方

改
善
事
業
等
に
よ
り
引
き
続
き
改

良
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

　

道
路
の
維
持
修
繕
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し

た
道
路
施
設
点
検
の
技
術
基
準
の

改
訂
に
よ
り
、
厳
し
い
点
検
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
的
な
点

検
を
行
い
、
必
要
な
修
繕
等
を
行

う
こ
と
で
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
財
政
的
に
も
維
持
補
修

引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
の
大
切
な

鉄
道
」
と
し
て
住
民
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
八
月
三
十
一
日
、
三
江
線
全

線
開
通
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
三
江
線
改
良
利
用
促
進
期
成

同
盟
会
、
三
江
線
活
性
化
協
議
会

を
中
心
に
開
通
記
念
式
典
の
開
催

や
利
用
促
進
事
業
計
画
に
そ
っ
て

利
用
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
美
郷
町
内
十
駅
の
駅
舎

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
事
業
や
環

境
美
化
活
動
等
に
対
す
る
支
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線

　

よ
り
利
便
性
が
高
く
効
率
的
な

運
行
を
行
う
た
め
、
本
年
度
か
ら

各
路
線
で
実
証
運
行
を
行
い
な
が

ら
、
一
部
ダ
イ
ヤ
変
更
と
新
た
な

交
通
体
系
を
構
築
し
、
交
通
不
便

地
域
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

●
地
籍
調
査
事
業

　

邑
智
地
域
で
調
査
を
継
続
中
で

調
査
面
積
二
百
三
十
九
．
七
四
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
了
し
、
今

年
度
は
継
続
地
区
と
し
て
、
乙
原

地
区
・
志
君
地
区
そ
れ
ぞ
れ
二
地

区
、
計
四
地
区
八
．
四
三
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
地
籍
測
量
等
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

●
上
下
水
道
事
業

　

上
下
水
道
は
、
町
民
の
健
康
と

福
祉
、
ま
た
環
境
を
守
る
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
全
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も

に
、
き
れ
い
な
水
と
し
て
自
然
に

返
す
こ
と
で
自
然
環
境
保
全
の
役

割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
の
整
備
は
、
簡
易
水

道
再
編
推
進
事
業
に
よ
り
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
進
め
て
お
り
ま

す
酒
谷
・
石
原
統
合
簡
易
水
道
工

事
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
は
、
未
加
入
者

に
対
し
、
公
共
下
水
・
農
業
集
落

排
水
施
設
へ
の
繋
ぎ
込
み
と
町
設

置
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
て
は
、

機
械
の
更
新
や
施
設
の
適
正
管
理

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
上
下
水
道

施
設
の
管
理
・
運
営
は
、
引
き
続

き
収
納
対
策
の
強
化
を
図
り
、
経

営
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

●
町
営
住
宅

　

既
存
の
町
営
住
宅
の
居
住
環
境

の
向
上
と
長
寿
命
化
の
た
め
の
改

修
等
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
定
住
促
進
を
目

的
と
し
た
若
者
定
住
住
宅
は
、
昨

年
度
造
成
を
致
し
ま
し
た
野
井
地

区
に
五
戸
の
建
設
を
行
い
、
寺
谷

地
区
は
入
居
者
が
決
定
次
第
、
建

設
す
る
こ
と
と
致
し
て
お
り
ま

す
。

●
環
境
衛
生

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
再
資
源
化
を

図
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
や
焼

却
に
よ
る
不
適
切
な
ゴ
ミ
処
理
防

止
に
つ
い
て
啓
発
を
行
い
、
環
境

保
護
と
美
し
い
町
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

美
郷
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
太
陽
光
発
電

や
太
陽
熱
利
用
の
設
備
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
ス
ト
ー
ブ

な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
補
助

金
制
度
に
よ
り
推
進
す
る
と
と
も

に
、
講
演
会
を
開
催
し
普
及
啓
発

に
努
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑

制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
し
ま
ね
環
境
基
金
（
島

根
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導

入
推
進
基
金
）
事
業
に
よ
り
、
邑

智
小
学
校
へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
や
蓄
電
池
を
設
置
し
、
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

や
除
雪
作
業
に
多
額
の
予
算
を
必

要
と
し
ま
す
が
、
住
民
生
活
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
今

後
も
効
率
的
、
効
果
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

▼
農
道
・
林
道

　

県
営
の
農
道
保
全
対
策
事
業
や

林
道
事
業
を
軸
に
、
国
の
交
付

金
・
補
助
金
事
業
等
を
取
り
入
れ

な
が
ら
積
極
的
な
整
備
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
網
の
充
実

▼
Ｊ
Ｒ
三
江
線

　

官
民
二
十
六
団
体
の
ト
ッ
プ
に

よ
る
美
郷
町
三
江
線
利
用
促
進
協

議
会
を
設
置
し
、
行
政
・
地
域
・

住
民
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
、
存
続
に
向
け
て▲ＪＲ三江線　迫力のラッピング車両

施政方針
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●
消
防
・
防
災
・
防
犯

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町

は
急
峻
な
地
形
か
ら
起
き
る
土
石

流
な
ど
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が

多
く
点
在
し
て
お
り
、
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
重
点
的

な
治
山
、
治
水
事
業
の
事
業
要
請

を
更
に
行
い
、
新
た
に
作
製
す
る

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
の

危
険
箇
所
の
周
知
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

広
島
で
の
土
砂
災
害
の
教
訓
か

ら
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
適

切
な
防
災
情
報
を
収
集
そ
し
て
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
大

雨
な
ど
の
避
難
勧
告
等
の
情
報
伝

達
に
つ
い
て
、
気
象
予
報
や
関
係

機
関
か
ら
の
技
術
的
助
言
に
即

し
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
迅
速

に
災
害
情
報
等
を
伝
達
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
に
つ
い
て
は
災
害

対
策
基
本
法
改
正
に
伴
い
、
地
域

防
災
計
画
を
見
直
し
、
十
八
カ
所

の
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
定
め
ま

し
た
。
本
年
度
は
そ
の
避
難
場
所

へ
衛
星
放
送
の
受
信
整
備
や
食
料

な
ど
の
地
域
備
蓄
な
ど
避
難
所
機

能
を
拡
充
す
る
た
め
の
配
備
を
随

時
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
強
化
と
し
て

は
、
消
防
団
の
装
備
や
訓
練
、
特

に
災
害
時
に
応
じ
た
教
育
訓
練
の

充
実
強
化
に
力
を
注
い
で
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防

災
組
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害

時
に
避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
対

象
者
の
登
録
体
制
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
避
難
訓
練
を
通
じ
て

地
元
消
防
団
や
警
察
と
連
携
を
図

り
、
防
災
意
識
の
更
な
る
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
の
防
犯
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
内
十
三
の
連
合
自
治
会
、

全
て
に
設
立
さ
れ
て
い
る
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
地
域
安
全
推

進
委
員
と
も
協
力
し
、
見
守
り
な

ど
の
安
全
安
心
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
継
続
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　

平
成
二
十
六
年
は
米
の
価
格
が

大
き
く
下
落
し
、
水
稲
栽
培
が
多

く
を
占
め
る
美
郷
町
に
と
り
ま
し

て
は
、
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
す
。
減
少
し
た
生

産
額
は
、
二
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
栽
培
面
積
か
ら
七
千
万
円
あ
ま

り
が
減
額
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

米
消
費
の
減
少
が
す
す
む
状
況

を
考
え
ま
す
と
、
今
後
も
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
飼
料
米
へ
の
助
成
が
国
の
制

度
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
美
郷
町
に
お
い
て
も
飼
料
米

に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
郡
内
の
町
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら

国
の
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
交
付
金
を
活
用
し
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
イ
チ
ゴ
の
養
液
栽
培
施
設

整
備
を
行
い
、
三
年
間
を
か
け
て

五
十
七
棟
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整

備
し
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
農
家

負
担
を
軽
減
す
る
形
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
整
備
に
よ

り
約
八
千
万
円
の
農
業
生
産
額
拡

大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
定
住
・
雇
用

　

こ
れ
ま
で
、
定
住
対
策
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
五
年
間
で
四
十
四

件
九
十
二
名
の
当
町
へ
の
定
住
の

成
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
全
国
的
に
少
子
化
な
ど

に
よ
る
人
口
の
自
然
減
が
生
じ
る

中
、
当
町
に
お
い
て
は
社
会
減
も

あ
い
ま
っ
て
、
依
然
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
更
な
る

定
住
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
へ
の
登
録
の
推

進
と
定
住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
定

住
サ
イ
ト
「
美
郷
町
く
ら
し
応
援

設
立
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
具
体
的
な
事
業
内
容

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

人
材
育
成
事
業
、公
益
事

業
、
収
益
事
業
を
柱
と
し

た
も
の
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

●
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ

　

美
郷
町
の
将
来
を
担
う
、
人
材

と
産
業
を
一
体
的
に
育
て
る
仕
組

み
と
し
て
、
事
業
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
は
、
引
き
続
き
起

業
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
関
係

課
で
連
携
し
て
薬
草
、み
つ
ば
ち
、

食
品
加
工
を
中
心
と
し
た
実
践
的

講
座
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
は
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
中
で
最

終
年
度
と
な
る
た
め
、
新
た
な
形

で
美
郷
町
の
人
材
育
成
、
産
業
育

成
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
法
人

人
と
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
産
業
を
創
出
す
る
ま
ち
づ

く
り 施

策
２

▶
新
た
に
完
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

▲みさとカレッジみつばちコースの様子

▲新嘗祭献穀御抜穂式

施政方針
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ネ
ッ
ト
」
を
通
じ
て
の
情
報
発
信

を
さ
ら
に
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
定
住
支
援
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
、
新
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
、「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
中
で
、
各

分
野
で
の
施
策
を
充
実
し
、
定
住

人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
層
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

雇
用
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
り

組
み
と
し
ま
し
て
、
町
内
事
業
所

に
対
し
、
町
民
を
新
規
雇
用
し
た

場
合
の
助
成
制
度
を
創
設
し
、
町

内
の
雇
用
促
進
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

●
畜
産
業
の
振
興

　

近
年
子
牛
価
格
が
安
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
販
売
額
も
持
ち
直

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
畜
産
農

家
の
安
定
的
な
経
営
を
図
る
た

め
、
母
牛
の
導
入
に
助
成
を
行
い

な
が
ら
県
、
農
協
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
林
業
振
興

　

本
年
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
稼

動
に
よ
る
木
材
チ
ッ
プ
の
需
要
が

高
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
島
根

県
、
島
根
県
林
業
公
社
、
邑
智
郡

森
林
組
合
等
と
連
携
し
、
森
林
経

　

引
き
続
き
指
定
管
理
に
よ
り
運

営
委
託
を
す
る
こ
と
と
し
、
利
用

者
増
に
向
け
情
報
発
信
な
ど
の
充

実
に
努
め
、
経
営
の
効
率
化
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
三
七
五
」

に
つ
き
ま
し
て
は
地
域
の
団
体
で

あ
り
ま
す
合
同
会
社
「
だ
い
わ

も
ん
ど
」
が
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

三
七
五
を
拠
点
と
し
て
地
域
の
活

性
化
を
図
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
指
定
管
理
に
よ
り
運
営
を
委

託
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お

お
ち
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
つ

で
も
温
泉
に
入
り
た
い
と
の
宿
泊

者
の
希
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
入

浴
棟
を
建
設
し
宿
泊
者
の
要
望
に

応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
潮
温
泉
大
和
荘
」
に
つ
き
ま

し
て
は
耐
震
構
造
建
物
で
な
い
こ

と
、
ま
た
老
朽
化
が
進
行
し
つ
つ

あ
る
こ
と
か
ら
改
築
に
向
け
て
協

議
調
整
し
な
が
ら
建
物
設
計
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

▼
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

邑
智
郡
田
舎
体
験
交
流
協
議
会

や
美
郷
町
田
舎
丸
ご
と
体
験
推
進

協
議
会
等
と
の
連
携
し
な
が
ら
、

豊
か
な
自
然
や
豊
富
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
、
田
舎
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
定
着
す
る
よ
う
取
り
組
み

を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

●
結
婚
対
策

　

美
郷
町
に
お
き
ま
し
て
も
未
婚

化
、
晩
婚
化
は
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
結
婚
対
策
は
少
子
化
対
策

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用
、
生

き
が
い
、
定
住
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
独
身

男
女
の
出
会
い
の
場
の
提
供
を
行

い
、
よ
り
効
果
が
あ
が
る
よ
う
、

場
づ
く
り
に
一
層
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

名
の
知
れ
た
観
光
地
が
な
い
当

町
に
お
き
ま
し
て
、
歴
史
、
自
然

景
観
、
食
、
特
産
品
、
石
見
神
楽

等
々
の
地
域
資
源
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
地
域
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
独
自
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

▼
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

　

出
身
者
会
か
ら
推
薦
を
い
た
だ

い
た
方
々
に
お
願
い
を
し
て
お
り

ま
す
、「
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
」
事

業
を
継
続
し
、
多
く
の
人
に
こ
の

美
郷
町
を
訪
れ
て
宿
泊
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
す
。

▼
銀
山
街
道
の
活
用

　

引
き
続
き
誘
客
促
進
に
取
り
組

む
た
め
、
街
道
沿
線
の
自
治
体
や

民
間
団
体
と
積
極
的
に
連
携
し
な

が
ら
、
銀
山
街
道
ウ
ォ
ー
ク
等
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
隣
接
す
る
三
瓶
周
辺

の
大
田
市
、
飯
南
町
と
連
携
を
し

な
が
ら
、
広
域
的
な
情
報
発
信
を

行
い
、
入
り
込
み
客
の
拡
大
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

▼
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お

お
ち
」・「
カ
ヌ
ー
の
里
お
お
ち
」

「
潮
温
泉
大
和
荘
」

営
計
画
の
策
定
に
支
援
を
行
い
、

有
利
な
価
格
の
原
材
料
提
供
の
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
鳥
獣
被
害
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
の
地
域
資
源
と
し
て

の
利
用
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
拡
大

と
産
地
化
を
図
る
た
め
食
肉
加
工

施
設
の
充
実
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
防
護
柵
の
助
成
金
を
増

額
し
、
農
家
自
ら
が
獣
害
か
ら
農

作
物
を
守
る
取
り
組
み
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
、

二
十
六
年
度
補
正
予
算
と
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、
町

内
消
費
喚
起
と
生
活
支
援
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲２6年度に発行したプレミアム商品券

▲国の史跡指定を目指すやなしお道

施政方針
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●
生
涯
学
習
の
推
進

　

生
涯
学
習
は
、
人
の
心
を
豊
か

に
す
る
と
と
も
に
、
人
づ
く
り
を

通
じ
て
地
域
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
長
期
的
な
視
点
に

基
づ
き
、
地
域
社
会
全
体
と
個
人

の
幸
福
を
融
合
で
き
る
人
材
育
成

を
目
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
民
館
・
集
会
所
は
こ
う
し
た

学
習
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
た
生
涯
学
習

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
美
郷
大
学

　

地
域
の
牽
引
役
で
あ
る
中
高
齢

者
を
対
象
に
、
様
々
な
学
習
体
験

に
よ
り
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
人
生
づ
く
り
、
地
域
を
越
え
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
自

ら
の
技
能
、
知
識
を
活
用
し
て
地

域
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
事
を
目

的
と
し
て
「
美
郷
大
学
」
を
引
き

続
き
開
校
い
た
し
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
教
育

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
供
に
対
し

て
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
地
域
の
こ

と
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
を
持
て
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
育
や
総
合

的
な
学
習
に
お
け
る
地
域
と
学
校

の
協
働
参
画
の
推
進
と
、
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
地
域
住
民
と
学
校

の
橋
渡
し
を
す
る
「
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
」
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

子
育
て
支
援
の
一
環
の
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
よ
る
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
放
課

後
や
休
日
、
長
期
休
み
期
間
等
に

お
け
る
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
と
し
て
、
保
護
者
の
方
に

お
か
れ
て
は
安
心
し
て
就
業
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
設
時
間
の

延
長
や
土
曜
日
の
開
設
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
更
に
子
育
て
世
帯
に

お
け
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

す
る
べ
く
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

や
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
増
や
し
た
い

と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
と
連
携
し
て
、
子
供
達
に
様
々

な
体
験
や
学
習
、
そ
し
て
交
流
の

機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

美
郷
町
に
お
け
る
社
会
教
育
の

発
展
と
充
実
の
た
め
、
県
派
遣
の

社
会
教
育
主
事
を
配
置
し
、
県
と

連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
専

門
的
な
社
会
教
育
の
理
論
と
手
法

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
社
会
教

育
に
携
わ
る
職
員
等
の
資
質
向
上

を
促
し
ま
す
。

●
学
校
教
育
の
推
進

　

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
支

え
る
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な

心
」、「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の

取
れ
た
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
学
力
向
上

　

今
年
度
は
、
小
学
校
四
年
生
か

ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
を
導
入

見
・
未
然
防
止
を
す
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
「
居
場
所
づ
く

り
」「
絆
づ
く
り
」
を
進
め
、
学

校
生
活
へ
の
満
足
度
を
高
め
る
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
い
じ
め
、
虐
待
、
体
罰
に
つ
い

て
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
美
郷
町
い
じ
め

問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
中
心

に
、
学
校
と
保
護
者
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、

そ
の
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
引
き
続

き
、
に
こ
に
こ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

拡
充
し
、
不
登
校
や
学
習
支
援
等

の
課
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま

す
。

▼
学
校
司
書
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置

　

学
校
図
書
館
を
活
用
し
た
授
業

の
効
果
的
な
活
用
・
運
営
を
図
る

た
め
、
各
学
校
に
学
校
司
書
を
配

置
し
、
読
書
力
・
学
力
向
上
の
普

及
促
進
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

英
語
力
の
強
化
、
国
際
理
解
教
育

の
推
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配

置
い
た
し
ま
す
。

▼
学
校
給
食

　

町
内
産
の
安
全
で
新
鮮
な
食
材

を
使
い
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
保
護
者
の
給
食
費
負
担
を
軽

減
し
、
栄
養
豊
か
な
給
食
を
提
供

し
、
授
業
の
中
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
な
が
ら
学
力
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
邑
智
小
学
校
に
通
級
指

導
教
室
を
設
置
し
、
児
童
の
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

中
学
生
の
家
庭
学
習
を
習
慣
化
す

る
た
め
、
公
営
の
学
習
塾
「
美
郷

学
習
支
援
館
」
を
週
に
二
日
、
二

会
場
で
開
設
し
、
学
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
派
遣
の
指
導
主
事
を

継
続
し
て
教
育
委
員
会
に
配
置
い

た
し
ま
す
。

▼
登
下
校
の
安
全

　

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
、
関
係
団
体
等
に
よ
り
安
全

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
い
じ
め
・
不
登
校

　

Ｑ
Ｕ
（
心
理
テ
ス
ト
）
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、
早
期
発

人
が
輝
き
交
流
が
生
ま
れ
る

学
び
の
ま
ち
づ
く
り

施
策
３

▲まちづくりフォーラムのひとコマ

▲導入予定のタブレット端末

施政方針
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ま
た
、
図
書
館
開
設
に
向
け
、

図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

小
中
学
校
と
も
連
携
し
た
図
書
館

運
営
の
構
築
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
有
益
な

書
籍
の
選
定
を
す
る
中
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
一
部
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
町
全
域
か
ら
利
用
し

や
す
い
図
書
館
と
な
る
よ
う
な
業

務
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
の
里
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
し
た
カ
ヌ
ー
艇
更
新

が
完
了
し
、
利
用
者
が
安
全
に
楽

し
く
カ
ヌ
ー
体
験
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
町
体
育
協
会
を
中

心
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

に
支
援
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
つ
き
ま
し
て
も
、
各
団
体
の

き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る

「
生
涯
現
役
の
健
康
な
ま
ち
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
成
人
保
健
対
策

　

伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
特
定

健
診
受
診
率
が
、
平
成
二
十
五
年

度
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
初
め
て

越
え
ま
し
た
。

　

広
報
や
啓
発
な
ど
、
受
診
勧
奨

の
成
果
が
現
れ
て
き
た
と
申
し
ま

し
て
も
、
県
の
達
成
目
標
値
は
、

六
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
、
受
診
を
促
す
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
今
後
、
節
目
健
診

の
導
入
な
ど
、
受
診
勧
奨
を
進
め

る
と
と
も
に
、
受
診
い
た
だ
け
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

各
種
検
診
の
受
診
率
が
高
く
な

る
こ
と
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
と

適
切
な
治
療
に
必
ず
結
び
つ
き
、

ひ
い
て
は
国
保
財
政
の
健
全
化
に

も
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

●
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

　

食
の
自
立
を
目
指
し
、
高
齢
者

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
、
六
十
五

歳
未
満
の
町
民
で
、
特
定
保
健
指

導
対
象
者
や
医
師
か
ら
食
事
療
法

に
よ
る
治
療
の
指
示
が
あ
っ
た

方
々
に
対
し
て
も
、
低
カ
ロ
リ
ー

食
な
ど
の
病
態
食
購
入
費
用
の
助

成
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

食
の
重
要
性
を
家
族
と
と
も
に

意
識
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
メ
タ

ボ
予
防
、
糖
尿
病
予
防
を
含
め
た

包
括
的
な
健
康
教
育
の
一
つ
と
し

て
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
医
療
機
関
、
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
、
学
校
教
育
、
公
民
館

自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
、
支
援

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、

更
な
る
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
活

動
を
活
発
化
し
て
い
く
た
め
の
講

演
会
参
加
や
相
談
会
等
を
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

●
都
市
交
流
の
推
進

　

東
京
、
大
阪
、
広
島
の
各
出
身

者
会
の
自
主
的
な
運
営
を
引
き
続

き
支
援
し
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
を

通
じ
て
都
市
部
か
ら
の
交
流
人
口

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
又
、
広
島

市
西
区
や
己
斐
学
区
と
の
交
流

も
、
地
域
と
絡
め
た
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
子
供
交
流
な
ど
相
互
の
交
流

事
業
を
通
じ
、
人
的
、
物
的
交
流

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒

の
健
全
な
成
長
を
促
し
ま
す
。
ま

た
、
食
育
の
推
進
も
引
き
続
き

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

　

人
権
尊
重
の
明
る
い
町
づ
く
り

に
向
け
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を

求
め
な
が
ら
同
和
問
題
を
は
じ

め
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、
女
性

な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
、「
人
権
施
策
基
本
方
針
」

に
沿
っ
て
、
美
郷
町
人
権
・
同
和

教
育
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
更

な
る
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　

み
さ
と
町
民
文
化
祭
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
層
充
実
す
る
よ
う
に

工
夫
・
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
は
、
歴
史
的
文
化

遺
産
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
後
世
に

正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
石
見
銀
山
街
道
の
国
の
史

跡
指
定
を
目
指
す
た
め
、「
や
な

し
お
道
」
の
測
量
な
ど
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
没
後

百
年
を
む
か
え
る
中
原
芳
煙(

な

か
は
ら　

ほ
う
え
ん)

に
つ
い
て
、

記
念
展
示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
保
健
・
医
療
の
充
実

　

平
成
二
十
五
年
度
に
「
健
康
な

ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
策
定
い

た
し
ま
し
た
「
美
郷
町
健
康
づ
く

り
計
画
」
に
基
づ
き
、
元
気
に
生

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

施
策
４

▲カヌーでギネスに挑戦しました

▲男の料理教室

施政方針
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事
業
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

　

昨
年
、
国
の
予
防
接
種
施
策
と

し
て
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
が
定
期
接
種
化
と

な
り
ま
し
た
が
、
対
象
者
が
年
齢

に
よ
り
特
定
さ
れ
て
お
り
、
不
公

平
感
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
高

齢
者
の
死
亡
原
因
は
、
肺
炎
に
よ

る
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
を

対
象
に
予
防
接
種
を
拡
大
実
施
い

た
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
国
民
健
康
保
険

事
業
の
財
政
運
営
は
、
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

年
度
以
来
、
基
金
取
崩
し
に
よ
り

財
政
調
整
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
基
金
の
全
額
取
崩

し
に
加
え
、
一
般
会
計
か
ら
の
基

準
超
過
繰
出
し
に
よ
り
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。
保
険
者
が
町
か

ら
県
に
移
行
と
な
る
平
成
三
十
年

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
子
育
て
世

代
の
支
援
策
と
し
て
、
保
育
料
の

減
額
や
、
第
三
子
以
降
の
無
料
化

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
支
援
を
進
め
る
た
め
、
二
人
の

児
童
が
同
時
入
所
し
て
い
る
場
合

に
は
二
人
目
の
保
育
料
を
無
料
と

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
遠
距
離
を

通
園
す
る
家
庭
に
は
、
通
園
費
の

助
成
を
実
施
し
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
支
援
策
を
強
化
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
施
行
さ
れ
ま

す
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
お

い
て
は
、
待
機
児
童
解
消
と
と
も

に
、
就
労
形
態
、
生
活
様
式
の
変

化
に
伴
う
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
幼
児
教

育
を
取
り
込
ん
だ
保
育
や
小
規
模

保
育
所
の
運
営
を
可
能
に
し
た
特

定
地
域
型
保
育
へ
と
様
変
わ
り

し
、
加
え
て
、
養
育
支
援
相
談
事

業
、
妊
婦
や
乳
児
、
障
が
い
児
支

援
を
盛
り
込
み
、
地
域
と
と
も
に

見
守
り
育
む
施
策
と
し
て
、
保
護

者
同
士
や
地
域
の
住
民
が
相
互
に

助
け
合
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
事
業
な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
経
済

的
支
援
の
み
な
ら
ず
、
今
ま
で
以

上
に
、
訪
問
指
導
や
育
児
相
談
事

業
、
乳
幼
児
健
診
時
を
通
じ
た

フ
ォ
ロ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育
て

に
悩
み
を
持
ち
、
一
人
で
は
解
決

が
難
し
い
事
例
に
対
し
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程

に
応
じ
た
啓
発
事
業
や
相
談
体
制

を
充
実
し
、
よ
り
良
い
子
育
て
環

境
の
実
現
に
よ
り
一
層
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援
対
策
・
介
護
保
険

　

国
に
よ
る
人
口
推
計
で
は
、
高

齢
者
人
口
は
年
々
減
少
い
た
し
ま

す
が
、
二
千
二
十
五
年
に
は
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
高
ま
る

一
方
と
な
り
ま
す
。

　

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
増

加
は
見
込
ん
で
お
ら
ず
、
在
宅
で

の
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
需
要
が
高
ま
る
サ
ー
ビ
ス
に

応
え
る
た
め
に
は
、
人
材
の
確
保

が
最
大
の
課
題
と
な
る
と
危
惧
し

て
お
り
、
関
係
機
関
、
事
業
者
と

と
も
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
適
切
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
滞
ら
な
い
よ
う
連
携
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
、要
支
援
者
の
介
護
保
険

給
付
の
一
部
が
対
象
外
と
な
り
平

成
三
十
年
度
ま
で
に
は
新
た
に

「
介
護
事
業
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
」に
移
行
さ
れ
、二
千
二
十
五

年
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、住

ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支

援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

総
合
事
業
の
詳
細
は
国
か
ら
ま

だ
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
包
括

的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
実
現
の
た
め
の

関
係
機
関
と
の
連
携
も
、
人
材
確

保
と
と
も
に
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
掘
り
起
し
と
、
関

係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
、予
防
、

介
護
、
医
療
な
ど
多
様
な
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
、
包
括
的
か
つ
継

続
的
に
提
供
で
き
る
体
制
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉

　

平
成
二
十
六
年
に
全
面
施
行
さ

れ
た「
障
害
者
総
合
支
援
法
」に
よ

り
、
入
所
型
サ
ー
ビ
ス
か
ら
通
所

又
は
居
宅
型
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行

方
針
が
示
さ
れ
、
障
が
い
者
が
地

域
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
を
持
ち

「
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人

と
し
て
尊
厳
を
持
っ
た
生
活
」
を

営
む
た
め
、
市
町
村
は
支
援
事
業

の
充
実
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
町
内
外
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
で
の

生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
保
護
業
務

　

平
成
二
十
六
年
度
モ
デ
ル
事
業

度
ま
で
の
運
営
と
移
行
後
の
保
険

料
率
を
勘
案
し
、
昨
年
度
に
引
き

続
い
て
と
な
り
ま
す
が
本
算
定
時

に
税
率
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
広
域
連
合
と
の
連
携
を
密
に

し
、
適
正
な
運
用
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
と
母
子
保
健

▲町内全保育所でカレーの日

施政方針
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と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
と

も
に
取
り
組
み
ま
し
た
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
」
は
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
は
法
の
施
行
に

伴
い
ま
し
て
、
本
格
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

本
事
業
は
、
必
須
事
業
の
自
立

相
談
支
援
事
業
の
ほ
か
に
就
労
自

立
支
援
事
業
、
家
計
相
談
な
ど
生

活
保
護
を
受
け
る
前
に
対
策
を
講

じ
、
生
活
の
自
立
を
目
指
す
事
業

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
必
須
事
業
を
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
実
施
い

た
し
ま
す
が
、
他
制
度
に
よ
る
相

談
支
援
窓
口
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
展

開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
一
生
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
が
連
携
し
た
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
こ
の

第
一
次
総
合
計
画
の
状
況
を
踏
ま

え
、
美
郷
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

な
る
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
十
年

間
の
第
二
次
長
期
総
合
計
画
を
住

民
の
意
見
を
反
映
し
て
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済

縮
小
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
た
国
の
総

合
戦
略
が
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
一
つ
、
地
方
に
お
け
る
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
す
る
、
二
つ
、

地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
作

る
、
三
つ
、
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
、
四
つ
、
時
代
に
あ
っ
た
地
域

を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守

る
こ
と
の
、
四
つ
の
基
本
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
美
郷
町
の
実
情

に
応
じ
た
五
カ
年
の
目
標
や
施
策

の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策

と
成
果
目
標
を
設
定
し
た
美
郷
町

の
総
合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

平
成
二
十
七
年
度
中
に
策
定
す
る

こ
と
と
し
、策
定
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
代
表
や
産
業
界
、
行
政
機

関
、
金
融
機
関
等
で
構
成
す
る
推

進
組
織
で
審
議
し
、
議
会
の
皆
さ

ま
と
も
協
議
し
な
が
ら
策
定
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
番
号
制
度

　

本
年
十
月
以
降
、
住
民
、
国
民

の
皆
さ
ま
全
員
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
交
付
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
以

降
段
階
的
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

よ
る
制
度
の
運
用
が
始
ま
り
ま

す
。
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の

開
始
、
運
用
に
向
け
事
務
、
シ
ス

テ
ム
、
条
例
等
の
変
更
、
見
直
し

な
ど
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
所
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
応
じ
て
、
制
度
が
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
多
機
能
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

建
設
に
あ
た
り
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
工
事
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

開
館
後
の
運
営
準
備
も
進
め
て

お
り
、
先
般
は
セ
ン
タ
ー
と
図
書

館
の
愛
称
募
集
を
行
い
、
町
内
外

か
ら
数
多
く
の
応
募
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

開
館
後
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

集
い
、
学
び
、
く
つ
ろ
げ
る
施
設

と
し
て
の
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

●
職
員
の
人
材
育
成

　

職
員
の
研
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
の
自
治
研
修
所
等
に
委
託

し
て
の
研
修
に
加
え
、
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
等
の
専
門
性
・
育
成
性

の
高
い
研
修
機
会
を
設
け
、
職
員

の
能
力
向
上
等
の
人
材
育
成
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
後
期

の
試
行
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
の

実
施
に
向
け
、
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
人
事
評
価
制
度
の
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

人
権
・
同
和
問
題
研
修
に
つ
き

ま
し
て
も
関
係
課
で
連
携
し
て
の

研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

平
成
二
十
一
年
十
月
の
配
置
開

始
か
ら
現
在
七
名
の
隊
員
が
定
住

し
て
お
り
、
本
年
は
、
任
期
満
了

に
よ
る
補
充
と
新
規
募
集
を
含

め
、
十
四
名
の
募
集
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
の
活
動
は
、
特
定
の
テ
ー

マ
や
専
門
性
を
重
視
し
た
内
容
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
配
置
に
あ

た
っ
て
は
、
連
合
自
治
会
等
の
配

置
組
織
と
相
談
を
し
な
が
ら
、
地

域
力
の
維
持
、
活
性
化
の
た
め
、

適
切
な
配
置
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

●
集
落
の
活
性
化

　

こ
の
「
地
方
創
生
」
と
い
う
大

き
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
地
方
も

動
き
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
の
状
況
は
厳
し
い

面
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
が
、
将

来
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を
よ
り

一
層
強
化
し
、
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
大
事
な
時
期
、
流
れ
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

美
郷
町
に
は
、
他
の
地
域
に
誇

れ
る
連
合
自
治
会
と
い
う
組
織
も

あ
り
、
地
域
、
住
民
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
、
そ
し
て
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
計
画
等
の
策
定

　

今
年
度
は
、
平
成
十
八
年
度
に

策
定
し
た
第
一
次
長
期
総
合
計
画

連
帯
の
絆
で
支
え
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り

施
策
５

▲町政懇談会

施政方針
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平
成
27
年
度

予
算

　

平
成
２７
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
6３
億
４
，
５
０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り

９
億
９
，
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
農
山
漁
村
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
等
を
活
用
し
た

「
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
栽
培
施
設
整
備
事
業
」、「
潮
温

泉
大
和
荘
本
館
建
替
の
た
め
の
詳
細
設
計
事
業
」、

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お
ち
貸
切
風
呂
棟

建
設
事
業
」、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
推
進
基

金
を
活
用
し
た
「
邑
智
小
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
導
入
事
業
」、
平
成
27
年
度
か
ら
28

年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
「
島
根
県
防
災
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
更
新
事
業
」、「
小
中
学
校
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
事
業
」
な
ど
の
ほ
か
、
継
続

実
施
中
の
「
若
者
定
住
団
地
整
備
」（
野
井
・
寺

谷
地
区
建
築
）
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
前
年
度
よ
り
消
費
増
税
に
よ
る
地
方

消
費
税
交
付
金
を
１
，
７
０
０
万
円
、
特
別
交
付

税
を
５
，
０
０
０
万
円
増
額
と
見
込
ん
で
計
上
し

た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
等
に
「
電
算
機
器

管
理
基
金
」、
８
月
開
館
予
定
の
図
書
館
図
書
に

「
が
ん
ば
れ
美
郷
町
寄
附
基
金
」
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
今
年
度
も
「
財
政
調
整
基
金
」
や
「
減

債
基
金
」
の
取
り
崩
し
を
行
わ
な
い
予
算
編
成
と

し
て
お
り
ま
す
。（
継
続
事
業
と
し
て
町
内
の
老

朽
化
施
設
の
維
持
修
繕
の
た
め
３
，
０
０
０
万
円

を
計
上
し
、
そ
の
財
源
に
「
公
共
施
設
維
持
管
理

基
金
」
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。）

　

財
政
指
標
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
度
決
算
に

基
づ
く
実
質
公
債
費
比
率
が
13
・
７
％
と
前
年
よ

り
も
低
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
市
町
村

平
均
の
８
・
６
％
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。
ま
た

本
年
度
よ
り
地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
支
援
措
置

の
減
少
（
合
併
算
定
替
と
一
本
算
定
と
の
差
額
か

ら
10
％
の
縮
減
）
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

一
層
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●自主財源　町税、分担金及び負担金、使用料及び手数
料、財産収入、繰入金、諸収入など、自主的に収入する
財源。
●依存財源　地方交付税、町債、国庫支出金、県支出金、

地方譲与税など、自主財源以外の収入。
●町税　町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

町が課税徴収する税金。
●地方譲与税

①自動車重量譲与税　国の自動車重量税収入の１/３に
相当する額が毎年４月１日現在の町道延長及び面積に
案分して交付されるお金。

②地方揮発油譲与税　ガソリンに対して課税される地方
揮発油税のうち42/100に相当する額が町に交付される。

●地方交付税　どの町でも一定の行政サービスを行えるよ
うに市町村間の財政力の差をなくすために国から交付さ

れるお金。所得税、酒税、法人税、消費税、たばこ税の
５税が原資。
●分担金及び負担金　福祉施設入所負担金や特定の事業に

対する収入。
●使用料及び手数料　町が管理している施設、町が行う

サービスを利用した際のお金など。
●国庫支出金　町が行う仕事に対して必要性に応じて国か

ら支給されるお金。
●県支出金　町が行う仕事に対して必要性に応じて県から

支給されるお金。
●繰入金　資金運用の方法として特別会計、企業会計、基

金から、受け入れるときの収入。
●諸収入　預金の利子や貸付金に対する償還金など。
●町債　公共施設などを整備するために必要なお金を国な

どから調達する借金。

【歳入】用語解説

一般会計　歳入
63億4,500万円

地方交付税
３6億２,000万円	
5７.１%

依存財源
55億8,３08万6千円	

88.0%町債
8億１,１60万円	
１２.8%

町税　4億4,0７5万9千円	
6.9%

使用料及び手数料
７,494万4千円

１.２%

分担金及び負担金
３,560万4千円	

0.6%

繰入金
７6,１00万円	
１.２%

諸収入　１億３8３万円	
１.6%
その他　３,06７万７千円	
0.5%

国庫支出金
5億７,9１6万9千円	

9.１%

県支出金
4億２,9７6万７千円	

6.8%

地方譲与税
6,800万円
１.１%

自主財源
７億6,１9１万4千円	

１２.0%

その他　７,455万円	
１.２%
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●議会費　議会の活動に必要な経費｡
●総務費　企画､財政､電算処理､税の賦課・戸籍・選挙な

ど一般的な行政事務の経費｡
●民生費　社会福祉､身体障害者､高齢者､児童福祉など福

祉の全般的な経費｡
●衛生費　保健事業に関係する経費､環境に関する経費｡
●労働費　勤労者などの支援費などの経費。
●農林水産業費　農業､林業､水産業の振興のための経費｡
●商工費　商工業や観光の振興などの経費。
●土木費　道路や河川､公営住宅の建設・整備､維持のため

の経費｡
●消防費　消防や火災予防に関係する経費｡
●教育費　小・中学校など教育に関係する経費と生涯学習

や公民館などの経費｡
●災害復旧費　降雨、暴風、地震などの異常天候等の災害

により被災した施設を復旧するための経費。
●公債費　町が借りたお金(借金) の返済経費｡
●予備費　予算編成の際、予期しなかった予算外の支出に

対応するための経費。

平成27年度　会計別当初予算

区　　分 予　算　額

一 般 会 計 63億4,500万円

特 別 会 計 15億7,905万9千円

住宅新築資金等貸付事業
特 別 会 計 236万1千円

簡易水道事業特別会計 2億8,998万7千円

下水道事業特別会計 2億5,049万4千円

君谷診療所特別会計 519万5千円

国民健康保険特別会計 7億6,880万2千円

国民健康保険診療所
特 別 会 計 7,733万2千円

後期高齢者医療特別会計 1億8,488万8千円

合　　　　計 79億2,405万9千円

【歳出】用語解説 一般会計　歳出
63億4,500万円

衛生費
　３億8,9７5万6千円	

6.１%

扶助費
6億７,0１8万２千円	

１0.6%
普通建設事業費
8億9,１4７万２千円	

１4.0%

災害復旧事業費
4,１50万円	

0.７%

土木費
７億9,895万5千円	

１２.6%

商工費
２,0７4万9千円	
0.３%

予備費
800万円	
0.１%

消防費　
２億３,4２７万円	
３.７%

災害復旧費　
4,１50万円	
0.７%

議会費　
6,７89万5千円	
１.１%

教育費
4億３,３04万円	
6.8%

農林水産業費
　5億6,0１9万円	

8.8%

労働費
１,800万円	
0.３%

総務費
１0億4,３0３万３千円	

１6.4%

人件費
７億4,１4７万１千円	

１１.７%

予備費　800万円	
0.１%繰出金

6億5,２94万8千円	
１0.３%

維持補修費
７,580万３千円	

１.２%

積立金　458万6千円	
0.１%

公債費
１３億8,３56万8千円	

２１.8%

民生費
１３億4,３0３万３千円	

１6.4%

公債費
１３億8,３56万8千円	

２１.8%

物件費
１0億２,１49万円
１6.１%

補助費等
8億5,３７8万円	
１３.5%

問い合わせ先　企画財政課（☎７5-１9２4）
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平 成 27 年 度 の 主 な 事 業
事　　業　　名 事　　業　　内　　容 財　　源 事業費

総務費関係
新規 多機能コミュニティセンター管理 多機能コミュニティセンターの管理、備品購入費等 使用料、一般財源 18,372
新規 合併10周年記念式典 式典・記念講演、コンサート、祝賀会等の開催 一般財源 4,150

集落対策 集落支援員13人、地域力アップ交付金等 一般財源（集落支援員:
特別交付税） 20,848

地域の防犯・安全対策 防犯カメラ設置（２基）、防犯灯の維持・設置助成、青
色防犯パトロール隊活動支援

過疎債（ソフト）、一般
財源 2,415

新規 潮温泉大和荘本館建替事業 大和荘本館の老朽化及び耐震化のための建て替えのた
めの詳細設計 過疎債 30,000

新規 ゴールデンユートピアおおち
貸切風呂棟建築

ゴールデンユートピアおおちの四季の杜周辺に貸切風
呂棟を建築 過疎債 11,000

新規 再生可能エネルギー等推進基
金事業

邑智小学校体育館へ太陽光発電システム・蓄電池・高
所照明のＬＥＤを設置 県費、一般財源 28,944

新規 公共施設等総合管理計画 H26～Ｈ28の３年間で公共施設の更新・統廃合・長寿
命化の計画を策定 一般財源 8,165

定住ポイント事業
40歳以下の方を対象とし美郷町外からの転入、転入者
の就職、結婚、新生児誕生（出産）に対しポイントを付
加し町内で使用できる商品券を交付

過疎債（ソフト）、一般
財源 25,450

三江線駅舎活性化事業補助金 沿線住民による駅舎を活用したイベント等に対する助成 過疎債（ソフト） 500

地域おこし協力隊

（配置済）別府、比之宮、沢谷、吾郷、君谷地区 各３
名　都賀・長藤地区 ４名　小松地営農倶楽部１名

（配置予定）浜原地区、商工会、観光協会、開発公社、
だいわもんど 各２名 

一般財源（特別交付税） 93,616

みさと力創造事業（美郷カレッジ） 美郷カレッジ運営経費 過疎債（ソフト）、基金 57,800

みさと光ネット 運営経費（ＩＰ告知端末・ひかり電話・地デジ再送信
機器等保守） 使用料、財産収入 70,846

過疎地域自立促進特別事業推
進交付金

公民館等の広い範囲を対象として新たな仕組みづくり
や地域の問題解決に取り組み地域への活動助成（継続）
別府、沢谷、比之宮、都賀長藤地域　（新規）君谷地域

過疎債（ソフト） 17,000

定住推進対策
田舎暮らしコーディネーターの配置・Ｕ・Ｉターン者
起業支援交付金・定住者用住宅改修事業補助金・定住
新築住宅等補助金・移住体験住宅管理

使用料、過疎債（ソフ
ト）、一般財源 6,670

新規 ご当地ナンバープレート作成
町合併10周年にあわせて、町のＰＲのためご当地ナン
バープレートを作成
対象車種は原動機付自転車（50㏄以下）

一般財源 450

国勢調査費 平成27年10月１日を基準日とし、国勢調査を実施する 県費、一般財源 5,336
知事県議会議員選挙費 平成27年４月12日投開票予定 県費、一般財源 6,056

民生費・衛生費関係
臨時福祉給付金 消費税増税に伴う低所得者への負担軽減のための給付金 国庫、一般財源 12,152

子育て世帯臨時特例給付金 消費税増税に伴う子育て世帯への影響を緩和するため
の給付金 国庫、一般財源 2,995

福祉事務所関係 生活保護総務費・扶助費・特別障害者手当費・母子福
祉費・児童扶養手当費 国庫、県費、一般財源 122,656

こども医療費 中学校卒業までにかかる医療費全額助成 県費、過疎債（ソフト）、
一般財源 12,367

未熟児養育医療費
身体の発達が未熟乳児が、指定養育医療機関における
医療費を公費により負担する制度
Ｈ25年度より県から市町村へ権限移譲

国庫、県費、一般財源等 761

労働費関係

雇用創出企画提案事業 創意工夫により、新たな事業分野に取り組み新規雇用
を創出した場合に補助金を交付 過疎債（ソフト） 18,000

農林水産費関係

新規 農山漁村地域活性プロジェク
ト交付金事業

農業の活性化による定住人口の確保と農業生産額の減
少を食い止めるため、栽培施設（ハウス）を整備 国庫、過疎債、一般財源 47,027

集落営農育成事業 集落営農組織への共同利用農機具の貸与・格納倉庫整
備、奨励金の交付 過疎債、一般財源 19,229

（単位：千円）



広報みさと 2015.413

平 成 27 年 度 の 主 な 事 業
事　　業　　名 事　　業　　内　　容 財　　源 事業費

農林水産費関係

新規 山くじら食肉処理施設改修 厚生労働省の「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガ
イドライン）」に対応するための施設の改修

県費、過疎債（ソフト）、
一般財源 5,111

山くじらブランド振興事業 美郷町と山くじらの認知向上と消費拡大による地域ブ
ランディングの推進

県費、過疎債（ソフト）、
一般財源 4,250

造林事業 町有林、町行分収林、県林業公社分収造林地の保育事
業等

県費、諸収入（受託事
業）、一般財源等 36,804

林道整備事業 ２路線（信喜線改良・作木大和線カーブ改良） 県費、過疎債、一般財源 55,503
商工費関係

無店舗地域支援対策事業 無店舗地域への販売事業に対する補助金 過疎債（ソフト） 1,000

合宿等誘致事業 合宿等、集団での町内宿泊者に対して宿泊費の１/２
（上限１泊2,000円）を助成 過疎債（ソフト） 2,000

土木費関係
道路維持 道路維持・除雪・公共施設環境美化事業・通学路対策工事 一般財源 46,250

道路新設改良事業（国交付金） 町道６路線（都賀行宮内線・ニタ合線・久保線・粕渕
三瓶線・田水線・乙原簗瀬線）

国庫、公共事業等債・過
疎債・辺地債、一般財源 185,000

道路新設改良事業（単独事業） 町道１路線（連水線） 辺地債 30,000
道路新設改良事業（地域改善） 町道２路線（志君線・西中線） 国庫、過疎債 150,000

新規 橋梁長寿命化事業 栗原大橋塗装工事 国庫、過疎債 40,000
新規 公営住宅改修 宮内団地改修工事　１棟２戸 国庫、公営住宅債 9,702

若者定住団地造成 Ｈ26年度から造成を行っている野井地区及び寺谷地区
の外構工事（舗装等）を施工 過疎債 10,000

若者定住住宅建設 野井地区５戸・寺谷地区３戸建設 県費、過疎債、一般財源 152,472
消防費関係

新規 島根県防災情報ネットワーク
設備更新負担金

島根県が平成９～10年度で整備した通信設備を平成27
～28年度で更新する経費の３割を負担

緊急防災・減災事業債、
一般財源 10,936

新規 消防団員安全装備品整備事業 団員に救命胴衣・耐切創性手袋を配備 諸収入、一般財源 22,000
新規 防火水槽設置事業 奥山地区に防火水槽１基を設置 過疎債 6,000

新規 緊急指定避難所等整備事業 洪水ハザードマップの更新、18箇所の緊急指定避難所
へのテレビ・発電機・衛星受信機器の配備 過疎債（ソフト） 6,800

新規 江津邑智消防組合消防ポンプ
自動車更新事業 川本消防署の消防ポンプ自動車の更新事業負担金 過疎債、一般財源 7,030

教育費関係

新規 小中学校タブレット端末整備
事業

町内各小中学校にタブレット端末約220台を整備し情
報化社会に対応したきめ細かな教育を実施する

繰入金（基金）、一般財
源 25,683

新規 スクールバス購入事業 スクールバス（10人乗）の購入 過疎債、一般財源 4,948

にこにこサポート事業 心身の発達段階や特性に合わせ、特別な支援が必要な
児童・生徒のサポートを行う

過疎債（ソフト）、一般
財源 12,882

学校給食費軽減事業 地産地消の食育の推進及び子育て世代の負担軽減のた
め給食費の一部を軽減 過疎債（ソフト） 7,500

放課後子どもプラン推進事業

児童健全育成事業（児童クラブ）として、町内小学校２
か所（邑智小・大和小）及び別府地域（やすらぎの里別
府）において、放課後の子どもの安全の確保と学びの
場を提供。（土曜日も開設）

県費、過疎債（ソフト）、
一般財源 14,366

学習支援館推進事業 中学生を対象とした公営の学習塾（週２日）の運営 過疎債（ソフト）、一般
財源 6,414

新規 やなしお道調査事業 やなしお道の国史跡指定申請のための調査経費 一般財源 4,481
新規 中原芳煙没後100周年記念事業 中原芳煙の没後100年にあたり記念行事を実施 諸収入 1,000

新規 図書館運営費 多機能コミュニティセンターに開館する図書館管理経
費

繰入金（基金）、一般財
源 7,989

災害復旧費関係

現年災害復旧事業 農業施設 5,000　林業施設 5,500　土木施設 31,000 国庫、災害復旧事業債、
一般財源 41,500
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待
望
の
開
通

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を

支
え
て
い
く

　

３
月
20
日
㈮
、
国
道
３
７
５
号

湯
抱
バ
イ
パ
ス
が
供
用
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
の
午
前
10
時
か

ら
は
杉
ケ
市
ト
ン
ネ
ル（
別
府
側
）

で
開
通
式
が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
く
す
玉
開
被
、
通
り
初
め
な

ど
を
行
い
、
式
典
に
参
加
し
た
約

80
名
が
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
総

事
業
費
は
約
１
０
０
億
円
で
、
平

成
８
年
か
ら
概
ね
18
年
の
工
期
を

経
て
、
念
願
の
開
通
と
な
り
ま
し

た
。
一
般
車
両
は
午
後
２
時
か
ら

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
時
間

と
距
離
の
短
縮
を
実
感
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
道
３
７
５
号
の
う
ち
、
広
島

県
三
次
市
か
ら
島
根
県
の
美
郷
町

中
心
部
ま
で
の
区
間
は
江
の
川
沿

い
を
、
大
田
市
に
至
る
ま
で
の
区

間
は
山
の
中
を
通
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
美
郷
町
湯
抱
か
ら
大
田
市

と
の
境
界
ま
で
の
区
間
は
特
に
狭

あ
い
で
急
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、
交

通
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
区
間
は
大
田
市
へ

向
か
う
幹
線
道
路
と
し
て
路
線
バ

ス
や
大
型
車
、
緊
急
車
両
が
利
用

す
る
他
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
通

学
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お

り
、
地
域
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要

路
線
で
す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
石
見
銀
山
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
の
役
割
も

大
き
い
路
線
で
す
。

　「当初の計画から20年くらい
経ちました。あまりにも良い道
で夢のようです。しかし、粕渕
から大田に行くにはとても便利
になりましたが、車が通らなく
なり、湯抱がさびれていく心配
があります。」と話されました。

「夢のようです」
（前）湯抱自治会長 森山良二さん
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笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」

　

３
月
28
日
㈯
、
長
き
に
渡
り
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
君
谷

保
育
所
で
は
最
後
の
卒
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

君
谷
保
育
所
は
君
谷
村
尋
常
高

等
小
学
校
の
講
堂
と
し
て
昭
和
10

年
に
建
設
。
そ
の
後
昭
和
47
年
に

内
田
保
育
所
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
平
成
19
年
か
ら
は
君
谷
保
育

所
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
多
く
の

時
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
老

朽
化
が
進
み
、
園
児
の
数
も
減

り
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
所
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
名
の
卒
園
児
を
見
送
っ
た
後

の
閉
所
式
に
は
地
元
の
住
民
や
卒

園
者
た
ち
が
か
け
つ
け
ま
し
た
。

　

閉
所
式
で
は
、
園
児
に
よ
る
ダ

ン
ス
の
披
露
や
、
保
護
者
が
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
制
作
し
た
思
い
出
動
画

の
上
映
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者
全

員
が
笑
顔
で
君
谷
保
育
所
に
感
謝

と
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

①卒園証書をもらって、お父さ
んとお母さんに成長を報告し
ました

②思い出動画を見て「あんなこ
とあったね」

③みんなで練習した妖怪体操第
一を披露！ウィッス！

④景山町長と保護者会長の竹下
さんが看板をはずしましたわたなべ りお さん

たけした あかり さん

① ② ③ ④

１年生になったら
何をがんばりたいですか？Q.

漢字の勉強をがんば
ります

おおはま けいご さん

くぼた けいし さん

テストをがんばり
ます

漢字の勉強をがんば
ります

ありがとう
君谷保育所

英語の勉強をがんば
ります
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『
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

　

３
月
16
日
㈪
に
今
年
度
で
第
23

期
と
な
る
美
郷
大
学
の
卒
業
式
が

あ
り
、
受
講
生
12
名
の
方
々
が
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
６
月
に
入

学
さ
れ
て
約
９
ヶ
月
間
、
隔
週
で

開
催
さ
れ
る
延
べ
40
回
の
様
々
な

講
座
を
通
し
て
、同
期
生
の
絆
と
、

向
学
精
神
を
強
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
式
で
は
受
講
生
が

主
体
と
な
っ
て『
君
が
代
』や『
学

生
歌
』
を
歌
わ
れ
た
り
、
特
技
を

披
露
さ
れ
た
り
と
に
ぎ
や
か
な
式

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
学
長
で
あ
る
景
山

町
長
か
ら
、
美
郷
町
の
抱
え
る
諸

問
題
や
、
解
決
に
向
け
た
町
の
施

策
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま

し
た
。
意
見
交
換
で
は
多
く
の
受

講
生
が
積
極
的
に
質
問
や
自
身
の

意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

美
郷
大
学
で
は

来
年
度
の
第
24
期

受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
申
込

み
方
法
は
教
育
委

員
会
、
大
和
事
務

所
、
各
交
流
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
窓
口
に

あ
る「
入
学
願
書
」

に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
４
月
30
日

ま
で
に
教
育
委
員

会
へ
郵
送
、
又
は

直
接
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

美
郷
大
学
だ
よ
り

美郷町農業委員会からのお知らせ
平成２７年度　農作業標準賃金（農作業請負金額）

●　上記の表の料金は10ａ区画の乾田のほ場を基準としているため、ほ場の区画形状や湿田等によっては差異があるため、
あくまでも話し合いの目途として活用下さい。

●　労働時間は、午前８時から午後５時までです。     
●　機械持参の場合は、弁当と燃料、田植（手植え）及び普通賃金等は、すべて弁当持参を原則とします。
●　作業機械・籾等の運搬費用は上記金額に含まない。     
●　この標準賃金・料金の適用期間は、平成27年４月１日から平成28年３月31日までとする。

作
業
基
準

作業内容 区　　分 標準額 摘　　　　　要

作 付
耕 起 ９，０００円
荒 代 ６，０００円
本 代 ９，０００円 えぶりは委託者

田 植
機 械 植 ８，０００円 苗及び植え直し等は委託者
手植え（１日） ６，０００円 苗は委託者

農 薬 散 布 ２，０００円 機械は受託者　農薬は委託者持ち

稲 刈
バ イ ン ダ ー ９，５００円 ほとり刈りは委託者で行う
コ ン バ イ ン １９，０００円 ほとり刈りは委託者で行う

脱 穀 ハ ー ベ ス タ １０，０００円

籾乾燥
（１袋） 水分率

18　％　未　満 ５００円
18％～22％未満 ７００円
22％～26％未満 ９００円
26　％　以　上 １，１００円

籾 す り 30　㎏　当　た　り ５００円
オ ペ レ ー タ ー １ 時 間 １，２００円 ８時間労働

一 般 作 業 賃 金 １日
（男女共）

上限 ７，５００円 ８時間労働
下限 ５，５００円 ８時間労働

単位：円/10ａ
コンバイン刈り取
りによる割増料金

倒
伏
面
積

割

合

3０
％
未
満

５０
％
未
満

８０
％
未
満

８０
％
以
上

割

増

率

規
定
料
金

２０
％
割
増

3０
％
割
増

５０
％
割
増

やくば通信
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犬を飼っている方は、「犬の登録」と
「狂犬病予防注射」を必ず受けましょう！

【狂犬病予防注射の方法について】

【犬の「登録の鑑札」と「狂犬病予防注射済票」はどうしたらいいの？】

【手数料について】

　生後91日以上の犬は、登録と毎年１回狂犬病予
防注射を受けさせなければなりません。
　狂犬病は、現在でも台湾など近隣諸国において
多く発生しており、不法上陸犬等により国内に狂
犬病が侵入し、これによる狂犬病の流行が危ぶま
れています。狂犬病予防法により、犬の飼い主の
方には「犬の登録」と「年１回の予防接種の実施」
が義務付けられております。狂犬病の流行を未然
に防ぐためにも、必ず登録と狂犬病予防接種をお
願いします。

◦町が行う集合注射での接種
　今年は、下記の日程で町内を巡回します。詳しくはこの町広報と一緒にお配りしておりますチラシ
をご覧ください。
　昨年度までに登録された犬については、５月中旬ごろにはがき（狂犬病予防注射申請書）を郵送し
ますので、会場へ必ずご持参ください。
　注射済票交付手数料は、当日ご持参いただきますようお願いいたします。

　【集合注射日程】
５月25日㈪、26日㈫：粕渕、君谷、別府、吾郷、浜原、沢谷
５月27日㈬：潮、曲利、都賀行、長藤、都賀西、都賀本郷、上野、笹目、比之宮
※時間帯についてはチラシをご覧ください。

◦動物病院での接種
　動物病院で狂犬病予防注射の接種を受けることもできます。接種を受けたら、動物病院が発行する

「狂犬病予防接種済証明書」を役場住民課（本庁１階）または大和事務所へ持参し、注射済票の交付
を受けてください。

　犬を登録した際の「犬の鑑札」と狂犬病予防注射をした際の「注射済票」は飼っている犬の首輪など
に付けてください。「犬の鑑札」や「注射済票」に記載してある番号を確認することで、犬が迷子になっ
ても飼い主に連絡することができます。

注射済票交付手数料：550円/頭　　　登　録　手　数　料：3,000円/頭

問い合わせ先：役場住民課住民係　75-1213
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『税』 のお知らせ

自動車税・軽自動車税の納期内納付について

自動車税の「グリーン化税制」について

　自動車税・軽自動車税の納期限は６月１日㈪です。
　必ず納期限までに納めていただきますようお願いします。
　なお、車検の際には、納税通知書に添付している納税証明書（継続検査用）が必要ですので、車検証と
一緒に大切に保管してください。

◇納税通知書発送日　　自 動 車 税　５月１日㈮
　　　　　　　　　　　軽自動車税　５月１５日㈮
◇納 付 場 所　　金融機関、コンビニエンスストア

※自動車税は、このほか、県民センター窓口、ペイジー納付（インターネットバ
ンキング、モバイルバンキング、ペイジー対応のＡＴＭ）でも納付できます。

　平成26年４月１日から平成2７年３月31日までに新車新規登録された自動車で、低燃費及び排出ガス性能
が一定の基準を満たす自動車は、その満たす基準に応じて、税額が約７５％又は５0％軽減されます。
　また、新車新規登録から11年経過したディーゼル車及び13年経過したガソリン・ＬＰＧ車は、税額が約
1５％（バス、トラックは約10％）加算（重課）されます。

自 動 車 税　　島根県西部県民センター　税務部　不動産・自動車課税課
　　　　　　　浜田市片庭町２５4　☎（０８５５）２９-５７3７
軽自動車税　　美郷町役場　住民課　税務係　☎（０８５５）７５-１２１3

島根県からのお知らせ

　自動車税について、平成27年４月から車検時の自動車税納税証明書が省略できるようになりました。た
だし納付後すぐに車検を受ける場合は従来どおり納税証明書が必要ですのでご注意ください。

軽自動車税にかかる税制改正の期間延長についてのお知らせ
　広報みさと（平成２７年１月号）でお知らせをしました「二輪車に係る税率の引上げ」時期を平成２７
年４月１日から平成２８年４月１日に１年延期します。

　平成26年度の地方税法の一部改
正により、平成27年度から原動機
付自転車、軽自動車、小型特殊自
動車及び二輪小型自動車の税率を
引き上げとしていましたが、平成
27年度以後に新規取得される新車
から適用することとされた四輪車
等（軽自動車）との均衡を図る観
点から、右記表の区分車種につい
ては一年延期となります。

税額の引き上げ時期が１年延期になった車種及び税率一覧

車種区分 平成27年度税率
（年額）

原動機付自転車

総排気量50cc以下 1.000円
50cc超90cc以下 1,200円
90cc超125cc以下 1,600円
ミニカー 2,500円

軽２輪（125cc超250cc以下） 2,400円
小型２輪（250cc超） 4,000円

小型特殊 農耕作業用 1.600円
その他（フォークリフト等） 4,700円

問い合せ先
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　前納制度を利用し、現金で保険料を１年度分前納した場合、毎月払いと比べて3，320円の
割引となり、６ヵ月分前納でも760円の割引になります。
　口座振替では平成26年度から「２年前納」が始まり、２年度分前納で15，360円、１年度
分前納で3，920円、６ヵ月分前納で1，060円の割引になります。（口座振替の２年分、１年
分前納の申込は終了しました。次年度の前納申込は平成28年の２月末までにお申込ください。）
　６ヵ月前納は平成２７年１０月分から翌年３月分の保険料を１０月末日に振替がお申込可能です。
８月末日までにお申込ください。

問合せ先：浜田年金事務所（電話：0855-22-0670）
　　　　　美郷町役場住民課（電話：75-1213）

　平成２７年度の国民健康保険料は月額１５，５９０円です。送付される納付書にも

とづき、毎月納めることが可能です。口座振替や、まとめて納める前納など

をご利用いただくとお得な割引制度があります。

国民年金保険料、割引制度は
ご存知ですか？

　保険料をクレジットカード払いにする
ことが可能です。ポイントが貯まるなど使い方次第
でお得に♪
※カード会社に確認の結果、ご利用いただけない場

合があります。詳しくはカード会社にご確認くだ
さい。

　１年分や半年分などをま
とめて前納にすると保険料
が割引になります。納付書
での現金納付、口座振替の

　 パ ソ コ ン や 携 帯 電 話、
Pay-easyマークのついた
ＡＴＭなどから納めること
ができます。
　くわしくはご利用の金融
機関へお問合せください。

　納め忘れがなく、手続き
も簡単な口座振替は、保険
料の割引制度も利用できる
ので、おすすめです。毎月保険料を当月末に引き落
とす「早割」を申し込むと月額５0円の割引になりま
す。前納すればさらに割引があります。

方法があります。（口座振替の２年、１年前納の申
込期間は終了しました。）

クレジットカード払い

前納

電子納付

口座振替
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情報たまてばこ

募　
集

ご
案
内

平
成
27
年
度
公
共
職
業
訓
練
生
募
集

（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
・
基
礎
科
）

美
保
基
地
に
お
い
で
よ
！

美
保
基
地
航
空
祭

　

初
心
者
を
対
象
に
、
一
般
事
務
に
必
要

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
管
理
等
の

育
成
を
し
ま
す
。
経
理
事
務
の
実
践
的
な

知
識
、
技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
併

せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と
し
て
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

●
募
集
資
格　

求
職
者

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
等

　
　
　
　
　

１
６
，
０
０
０
円
程
度
必
要

●
訓
練
期
間

　

６
月
２
日
㈫
～
８
月
31
日
㈪

●
訓
練
会
場

　

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

●
募
集
期
間　
５
月
１
日
㈮
ま
で

●
応
募
方
法

　

住
所
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

窓
口
で
「
入
校
願
」
に
記
入
の
上
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
校
検
定
日　
５
月
14
日
㈭

●
検
定
会
場　

島
根
県
川
本
合
同
庁
舎

●
選
抜
方
法

　

学
力
検
査
（
国
語
、
数
学
）・
面
接

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
５-

７
２-

３
５
２
６

（
木
村
・
船
津
）

　

島
根
県
邑
智
郡
川
本
町
川
本
２
７
９

●
日
時

　

５
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

●
場
所

　

航
空
自
衛
隊　

美
保
基
地
内
（
鳥
取
県

境
港
市
小
篠
津
町
２
２
５
８
）

●
内
容

　

航
空
機
地
上
展
示
、航
空
機
飛
行
展
示
、

装
備
品
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
大
集
合
等

●
注
意
事
項

・

駐
車
場
（
無
料
）
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
有
料
）
運

行
予
定
。

・

「
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
」
以
外
の

ペ
ッ
ト
類
を
連
れ
て
の
来
場
は
、
一

切
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

　

☎
０
８
５
９-

４
５-

０
２
１
１

　
http://w

w
w

.m
od.go.jp/asdf/

m
iho/

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

検査実施（３月18日） 結　　　　果 評価 対応
粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 ―
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
▶問い合わせ先　役場建設課（☎７5- １２１5）

寄贈図書の募集
　今年度の美郷町立図書館の
開館に向け、現在約１万冊の
規模で書籍の選定をしていま
すが、郷土の歴史や文化につ
いて書かれた資料は発行部数
が少なく、既に絶版となって
いるものが多いため入手が難
しくなっています。
　そこで、教育委員会では貴
重な郷土資料や、既に絶版と
なっている書籍などをはじ
め、個人で所有されている
色々な書籍の寄贈をお願いし
たいと考えています。
　寄贈いただいた図書は、町
立図書館において活用させて
いただくほか、町内の公共施
設でも活用いたします。
　寄贈についての詳細や、お
問い合わせは下記までご連絡
ください。
　　　　▼問い合わせ先
　　　　　美郷町教育委員会
　　　　　教育課図書館係
　　　　　☎ 75 － 1217
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情報たまてばこ
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事
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話
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）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
採
用
）

集
落
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福
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ま
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黒
田
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子
（
大
和
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）

　

３
月
31
日
付
で
７
名
の
職
員
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ま
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。

　

あ
り
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と
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ざ
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ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
で
６
名
の
職
員
を
採
用
し

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
集
落
支
援
員
の
交
代
が

あ
り
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
社
会
教
育
主
事
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

４
月
１
日
付
で
都
賀
行
隣
保
館
長
の
交

代
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

昭
和
56
年
８
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日
採
用

33
年
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か
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間
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小こ

井い

戸ど

正ま
さ

和か
ず

（
君
谷
）
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う
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ぶ

（
粕
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上か
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圭け
い

輔す
け（
健
康
福
祉
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和か
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（
教
育
委
員
会
）
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か
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枝え
（
健
康
福
祉
課
）

■どなたでも参加できます。
■記念式典のオープニングでは美郷町の「イメージ
ソング」を作成した松江市在住のシンガーソング
ライター「六子」さんとバイオリン・ハープ奏者
X[iksa]（イクサ）による記念ライブや町内の子
どもたちとの合唱を予定しています。
■午後から美郷町特産品の試食会も予定されていま
す。

美郷町合併10周年
記念式典

第１部　表彰式典　９時より
第２部　記念式典　１0時３0分より
	 	 	 終了は１２時を予定

多機能コミュニティセンター（仮称）

６月14日㈰と　き

ところ
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まちかどウォッチング

　広島県己斐学区子ども会の皆さんに招待され、美
郷町内の小学生14名が「ひろしま体験交流」に参加
しました。
　まず、『ガラスの里』で、己斐の子どもたち15名
と合流しました。夏の交流会で会った懐かしい顔
や、初めての顔、初めての場所に少し緊張していま
したが、ガラス細工体験や広島風お好み焼き体験な
ど、普段出来ない活動をする中で、次第に打ち解け
ていきました。
　２日目は、宿泊地の『三滝少年自然の家』周辺を
ウォークラリーで巡ったり、ピザ焼き体験をしたり
して過ごしました。ピザ焼き体験は生地を作るとこ
ろから始め、班ごとに好みの厚さに生地を伸ばし、
好きな具材をトッピングしていました。
　２日間という短い時間でしたが、普段と違う集団
の中で多くのことを体験し、大変充実した交流にな
りました。

春休みを満喫！

春のひろしま体験交流

　美郷町大和地域安全推進委員会（黒川民次郎会長、
会員６名）が大和小学校へ横断旗を寄贈されました。
　また、この寄贈と併せ、㈲高田設備から横断旗を
入れる旗入れ缶の寄贈がありました。
　美郷町大和地域安全推進委員会の皆さんは日頃か
ら警察や町と連携し、大和地域の犯罪の予防、交通
事故やその他の事故の防止のために活動されてお
り、その活動の一環として横断旗の寄贈をされたも
のです。
　ありがとうございました。

　亀村集落で邑智小学校の児童がキジの放鳥を行い
ました。日本の国鳥であるキジが減少しているた
め、保護と繁殖を目的として一般社団法人島根県猟
友会の協力のもと、島根県が毎年実施しています。
　この日放鳥されたキジは30羽。初めて間近で見る
キジに子どもたちは目を輝かせていました。

安全なまちは地域みんなでつくる

日本の国鳥キジを守ろう横断旗、旗入れ缶の寄贈
ニホンキジ放鳥

3/9
3/13

3/14　～15

月

土 日

金
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の
峡
の
道

選
者   

山
田
松
三
郎
　

先
生
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人口と世帯
人 口　5,161 人
　男　　2,430人	（−１人）　
　女　　2,731人	（−１6人）　
世帯数　2,363世帯（＋３世帯）

（　）は先月との比較（住民基本台帳による４月１日現在）

５月の行事予定

あっこの なんたことかいなぁ

　旅先で雨に降られたので、傘を購入。翌日、
ホテルをチェックアウトし、当分経ってから
気が付きました。「傘、ホテルに忘れた…。」
　晴れていたので、傘は諦めて旅行を楽しん
でいたらホテルから着信。
　「お忘れ物がございました。」「あ、傘です
か？」「いえ、メガネが…。」
　なんたことかいなぁ！傘も忘れたけど、メ
ガネも忘れていました！ホテル側の素早い対
応で、着払いで送っていただけたので、すぐ
に手元に返ってきました。
　やっぱり何事にも、確認が大切ですね！

　さて。ありがたいことに新年度も広報みさ
との担当をすることになりました！みなさん
の笑顔を取材しに、いろんなところに出没す
ると思います。みなさん、今後ともよろしく
お願いいたします！

松本明子

１日㈮

２日㈯ レストラングリーンロードグランドオープンイベント（道の駅グリーンロード大和）
新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

３日㈰ 比之宮豊作祈願神楽（比之宮体育館）
新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

９日㈯ みさとカレッジみつばち講座（君谷地区）
新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

10日㈰ 石見グランフォンド

11日㈪ 春の交通安全週間（20日まで）

12日㈫ 中国補聴器センター補聴器相談会（美郷町保健福祉センター）

13日㈬ ライオンズクラブ　テント村（道の駅グリーンロード大和）
断酒会（粕渕集会所）

14日㈭ 結核肺がん検診（大和地域）

1５日㈮ 結核肺がん検診（大和地域）

16日㈯ 新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

1７日㈰ 新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

18日㈪

19日㈫

20日㈬ こころの健康相談（邑南町矢上交流センター）

21日㈭ 乳幼児健診（美郷町保健福祉センター）

22日㈮

23日㈯ 都賀行水玉山神楽（水玉体育館）
新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

24日㈰ みさとカレッジみつばち講座（君谷地区）
新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

2５日㈪ セット健診（沢谷交流センター体育館）

26日㈫ セット健診（浜原隣保館）
こころの健康相談（大田市県央保健所）

2７日㈬ 基本健診（君の谷農村塾）

28日㈬ 西日本補聴器補聴器相談会（美郷町保健福祉センター、大和事務所）

29日㈮

30日㈯ 四季を楽しむウォーキング（吾郷地区）
新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）

31日㈰ 新緑江の川ツーリング（カヌーの里おおち）


